
 

だより

2024年３月号 

～いつまでも素敵な笑顔でいて欲しいから～ 

  

 

 

 

  

 
 

春
を
待
つ
花
壇 

 

去
年
の
秋
に
ご
入
居
の
皆
様
の
見
守
る
中
、
正
面
玄
関

脇
の
花
壇
に
ゆ
り
の
球
根
を
植
え
ま
し
た
。
暦
の
上
で
は

春
を
迎
え
、
ま
た
、
寒
さ
の
緩
む
日
が
続
い
た
こ
と
も
後

押
し
と
な
り
、
元
気
な
葉
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
満
開
の

梅
が
迎
え
る
中
庭
、
ゆ
り
の
成
長
を
見
に
、
暖
か
な
春
風

を
感
じ
な
が
ら
皆
様
と
散
歩
を
楽
し
み
ま
す
。 

季
節
の
行
事
・
節
分 

～暮らしの中に季節を～ 

 制作活動 

 春に向けての制作活動は、おひなさまの貼り絵です。裏に

数字が書いてある美しい和調の色紙パーツを、土台の絵に書

いてある数字に合わせて貼っていきます。 

 細かなパーツが多いため作業は根気を要しますが、皆様は

集中して熱心に取り組まれていらっしゃいました。 

 貼る前にパーツの上下を確認し、丁寧にのりをつけて、は

み出さないように台紙に貼ったら切り絵風のつるし雛の絵が

完成。細かい制作中にも「きれいねえ。」「昔、つるし雛を見

に行ったわ。」などの声が上がりました。 

施設内でお過ごしになる時間が多いご入居の皆様にとって、イベントや壁面制作は季節を感じる

ことができるとても大事な機会です。季節の行事がお一人お一人の楽しい経験、美しい景色を思い出

してもらうきっかけとなり、他のご入居者や職員と語り合う楽しみにもつながります。 

 

２
月
３
日
（
土
）
は
節
分
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。 

２
階
で
は
紙
製
の
小
さ
な
鬼
に
お
手
玉
を

当
て
て
倒
す
ゲ
ー
ム
を
、
３
階
で
は
箱
で

作
っ
た
鬼
の
口
の
中
に
お
手
玉
を
投
げ
入

れ
る
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
笑
い

声
が
響
く
中
、
皆
で
無
病
息
災
を
願
い
ま

し
た
。 

 

今
後
も
ご
入
居
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 
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今
月
は
、
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
テ

ィ
ー
と
苺
ス
テ
ィ
ッ
ク
ケ
ー
キ

の
組
み
合
わ
せ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 

 

ミュージックケア 
高橋先生の演奏に合わせ、「うれしいひな

祭り」「荒城の月」「ソーラン節」をハンド

ベルと打楽器で合奏しました。 

楽器を鳴らしてくださる方も多く、だん

だんと息がそろい一体感が出てきました。

指揮者がどこかにいるようなイメージでの

合奏となりました。 

 

       

参加者の選曲で、「もうすぐバレンタイ

ン」という声かけのもと、愛にまつわる曲

を選んでいただき「愛の讃歌」「世界は二人

のために」等６曲が選曲されました。久し

ぶりに歌う曲も多いけれど「聞くと思い出

す」と涙される方もいらっしゃいました。 

 

       

加藤
か と う

 昌
まさ

範
のり

(ドライバー) 

昨年 12月より勤務させていただい

ております。 

介護関連職は未経験ですが、職員の

方々とコミュニケーションをとり、ご

入居者のニーズに合わせた心地の良い

環境を作りたいと思います。 

       

廣
ひろ

神
かみ

 慶一
けいいち

(介護職) 

今年の１月より入職しました。 

福祉の経験は 10年になります。

今までの経験を活かし、安心でき

るサービスを提供して参ります。

よろしくお願いいたします。 

       

 今月は各居室でお祝いをさせていただきました。 

 

新
職
員
紹
介 
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